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町 の 人 口 

(6月1日現在） 

総人口 8, 896人 

男子 4, 184人 

女子 4, 712人 

世帯数 2, 663世帯 
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保 

存 

し 

て 

下 

さ 

【
写
真
上
は
】
今
な
お
北
九
州
市
 

八
幡
区
折
尾
高
校
に
保
存
さ
れ
て
 

い
る
伍
平
太
船
。
 

こ
の
船
は
大
正
の
初
期
に
遠
賀
 

川
で
使
用
さ
れ
た
も
の
。
又
遠
賀
 

郡
芦
屋
町
に
も
保
存
さ
れ
．
い
ず
 

れ
も
福
岡
県
文
化
財
の
指
定
を
受
 

け
、
保
護
さ
れ
て
い
る
。
 

【
写
真
左
は
】
明
治
か
ら
大
正
の
 

初
期
、
中
間
附
近
を
船
行
し
た
伍
 

平
太
船
の
面
影
 

伍平太船は、元の金田村、伍平太組利蔵と言う人から船名をとったと古事に記されています。この船は、小 

笠原藩の御用船にも使用され、御用米や、坊主ケ谷で採掘された石炭を若松港へ運搬していました。 

数年前まで、上野や市津の農家の倉庫の壁板に使われていたのを見かけましたが、今日そのおもかげを見る 

事ができません。 

この伍平太船は帆を張って川を上り下りした当時は、川の両岸は商店街や花街が軒をつらね、船頭達でにぎわ 

ったようです。当時川筋で船運業が発達していた地区は、上野に250般、赤池に280般、このように船運業がい 

かに盛んであったか推測できます。 



(3) (2) 一 け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

j
J
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

・mIII川川llII~“I 'IIIllIIIII“~IIm 'Im」I山Iー~ーIH 川IIIIII 

町
 

の
 

予
 
算
 

八
億
七
千
ニ
百
十
ニ
万
ニ
千
円
 

一
人
当
り
に
使
わ
れ
る
予
算
「
九
万
八
千
円
」
 

町
が
仕
事
を
す
す
め
る
た
め
の
費
用
は
、
皆
さ
ん
が
、
 

直
接
納
め
る
税
金
や
、
国
や
県
が
町
へ
支
出
す
る
補
助
金
 

と
町
が
事
業
を
す
る
と
き
国
か
ら
お
金
を
借
る
、
こ
の
三
 

つ
を
合
せ
て
町
の
予
算
を
た
て
ま
す
。
 

こ
の
予
算
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
直
接
つ
な
が
る
も
 

の
で
町
の
台
所
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
わ
た
し
達
の
 

納
め
た
お
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
、
皆
さ
ん
に
よ
 

く
知
っ
て
い
た
だ
き
建
設
的
な
豊
か
な
町
づ
く
り
の
協
力
 

を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

投
資
的
事
業
と
 

環
境
整
備
を
重
点
的
に
 

こ
と
し
の
一
般
会
計
予
算
は
 

「
八
億
七
千
二
百
十
一
一
万
二
千
 

円
」
で
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
 

て
「
一
億
四
千
九
十
四
万
一
千
円
」
 

多
い
十
二
％
の
伸
び
を
示
し
て
い
 

ま
す
。
 

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
 

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算
五
千
 

三
十
万
二
千
円
‘
赤
池
橋
架
設
準
 

備
積
立
金
特
別
会
計
予
算
七
十
八
 

万
七
千
円
、
上
野
地
区
簡
易
水
道
 

特
別
会
計
予
算
、
六
千
六
十
一
万
 

円
、
住
宅
改
修
資
金
三
百
十
二
万
 

六
千
円
、
鋤
木
田
簡
易
水
道
会
計
 

六
十
六
万
八
千
円
。
 

⑧
⑧
 

各
費
目
の
中
に
職
員
給
料
や
特
 

別
職
の
報
酬
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
 

△
一
千
九
百
一
九
万
円
 

十
八
人
の
議
員
と
議
会
の
報
酬
 

や
旅
費
の
ほ
か
議
会
運
営
費
と
活
 

動
に
心
要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
 

ま
す
。
 

△
八
千
二
百
五
十
六
万
六
千
円
 

総
務
関
係
、
税
務
関
係
の
経
費
 

や
選
挙
統
計
、
広
報
費
な
ど
を
計
 

上
し
て
い
ま
す
。
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企
業
会
計
で
は
、
水
道
事
業
会
 

計
、
収
益
的
事
業
支
出
、
三
千
三
 

百
六
十
三
万
四
千
円
、
資
本
的
事
 

業
支
出
、
二
百
四
十
五
万
四
千
円
 

病
院
事
業
会
計
、
収
益
的
事
業
支
 

出、 

一
億
九
千
九
十
五
万
六
千
円
 

資
本
的
事
業
支
出
，
六
百
五
十
六
 

万
三
千
円
（
注
、
収
益
と
は
事
業
 

を
や
る
た
め
の
経
費
、
資
本
と
は
 

事
業
を
や
る
た
め
購
入
し
た
も
が
 

資
本
と
し
て
残
る
も
の
）
 

町
長
は
、
本
年
度
の
予
算
は
前
年
 

度
に
く
ら
べ
膨
張
を
示
し
て
い
る
 

が
「
町
は
金
が
な
い
か
ら
と
言
っ
 

て
、
仕
事
を
し
な
い
わ
け
に
は
い
 

か
な
い
」
。
地
域
発
展
と
住
民
福
 

祉
に
つ
な
が
る
投
資
的
経
費
即
ち
 

建
設
的
事
業
と
環
境
整
備
に
力
を
 

入
れ
、
消
費
的
経
費
の
節
減
を
図
 

る
と
、
き
び
し
い
姿
勢
で
本
年
 

度
の
予
算
執
行
状
況
を
語
っ
て
い
 

ま
す
。
 ⑧

⑧
 

町
の
予
算
は
、
国
や
県
か
ら
入
 

っ
て
来
る
お
金
が
予
算
の
八
九
・
 

ニ
％
占
め
て
い
る
、
こ
の
お
金
の
 

こ
と
を
依
存
財
源
と
言
い
ま
す
。
 

自
主
財
源
は
、
わ
ず
か
九
・
九
％
 

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
 

す
な
わ
ち
ク
ー
割
自
治
w

と
い
 

わ
れ
る
町
の
財
政
は
、
あ
い
変
ら
 

ず
苦
し
い
台
所
で
す
。
 

本
年
度
の
財
政
事
情
は
次
の
よ
 

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

△
町
税
「
五
千
四
百
七
十
七
万
 

円」 
町
民
税
 

一
四
、
五
五
六
千
円
 

固
定
資
産
税
 

一
八
、
五
八
五
千
円
 

軽
自
動
車
税
 二

、
八
八
一
千
円
 

た
ば
こ
消
費
税
 

一
〇
、
六
六
四
千
円
 

、プマ 

△
一
億
三
千
五
百
三
十
九
万
」
ハ
 

千
円
 

こ
の
予
算
は
町
民
の
福
祉
事
業
 

に
使
わ
れ
ま
す
。
老
人
医
療
の
助
 

成
金
や
児
童
手
当
の
発
足
な
ど
で
 

大
幅
に
の
び
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
他
、
児
童
福
祉
、
国
民
年
 

金
な
ど
の
経
費
で
す
。
 

△
一
千
九
百
五
十
三
万
二
千
円
 

住
民
が
健
康
に
し
て
衛
生
的
な
 

生
活
を
お
く
る
た
め
、
環
境
を
整
 

備
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
特
に
伝
染
病
予
防
費
、
清
掃
 

費
、
定
期
予
防
接
種
費
な
ど
で
 

す。 
△
一
億
七
千
八
百
四
十
九
万
九
 

千
円
 

赤
池
工
場
団
地
造
成
費
や
、
 
一 

般
失
業
対
策
費
、
緊
急
就
労
対
策
 

費
、
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
費
 

な
ど
道
路
工
事
を
中
心
に
事
業
が
 

す
す
め
ら
れ
る
た
め
の
予
算
を
計
 

上
し
て
い
ま
す
。
 

△
四
千
九
百
四
十
八
万
五
千
円
 

農
政
面
に
お
い
て
，
米
生
産
調
 

整
な
ど
に
よ
り
農
業
経
営
の
困
難
 

さ
は
倍
加
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
本
 

年
度
も
農
業
振
興
費
や
園
芸
振
興
 

畜
産
振
興
費
な
ど
が
計
上
し
て
い
 

ま
す
。
 

△
三
百
二
十
六
万
一
千
円
 

ド
ル
シ
ョ
ツ
ク
の
影
響
も
あ
る
 

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
現
在
工
場
や
 

商
店
経
営
の
振
興
育
成
並
び
に
助
 

成
す
る
経
費
と
観
光
事
業
推
進
の
 

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

電
気
ガ
ス
税
 三

、
九
三
七
千
円
 

鉱
山
税
 

一
〇
、
三
六
千
円
 

木
材
取
得
税
 

一
千
円
 

自
動
車
重
量
与
税
 

三、 

一
一
〇
千
円
 

自
動
車
取
得
税
交
付
金
 

五、 

一
三
八
千
円
 

△
地
方
交
付
税
「
ニ
六
一
、
〇
〇
 

〇
千
円
」
 

こ
の
税
は
所
得
税
、
法
人
税
酒
 

税
の
収
納
済
み
歳
入
額
か
ら
一
定
 

の
割
合
で
経
済
力
の
地
方
的
差
異
 

に
よ
る
地
方
財
政
の
不
均
衡
（
ふ
 

き
ん
こ
う
）
を
国
が
町
村
に
是
正
 

し
よ
う
と
し
て
地
方
公
共
団
体
に
 

交
付
さ
れ
る
も
の
。
 

△
分
担
金
及
び
負
担
金
「
六
、
 
一 

四
〇
千
円
」
 

こ
れ
は
市
町
村
が
国
の
事
業
、
 

ま
た
は
市
町
村
の
事
業
に
要
す
る
 

経
費
の
全
部
又
は
、
 
】
部
を
負
担
 

す
る
場
合
の
金
銭
負
担
金
と
い
 

い
、
老
人
ホ
ー
ム
ぺ
交
付
さ
れ
ま
 

す。 
△
使
用
料
及
び
手
数
料
「
六
、
九
 

九
三
千
円
」
 

町
民
の
方
が
施
設
を
利
用
し
た
 

り
、
証
明
書
な
ど
を
交
付
し
た
り
 

使
用
料
を
納
入
す
る
も
の
。
 

町
営
住
宅
、
公
民
館
、
道
路
、
 

手
数
料
な
ど
。
 

△
国
庫
補
助
金
「
二
八
〇
、
四
五
 

四
千
円
」
 

国
が
次
の
事
業
に
対
し
て
負
担
 

し
た
り
、
補
助
す
る
も
の
。
 

民
生
、
労
働
、
衛
生
、
教
育
、
 

特
に
失
業
対
策
費
、
学
校
教
材
費
 

同
和
教
育
費
、
緊
急
就
労
対
策
費
 

公
営
住
宅
建
設
費
、
老
人
福
祉
費
 

な
ど
。
 

△
県
支
出
金
「
四
六
、
五
三
五
千
 

円」 
県
が
次
の
事
業
に
対
し
て
負
担
 

し
た
り
、
補
助
す
る
も
の
、
老
人
 

福
祉
、
同
和
地
区
改
善
事
業
、
児
 

童
措
置
費
、
衛
生
費
老
入
医
療
費
 

農
林
水
産
費
、
土
木
費
な
ど
。
 

△
財
産
収
入
「
一
、
」
ハ
三
九
千
 

円
」
 

町
に
あ
る
川
端
ポ
ン
プ
座
の
非
 

常
時
に
そ
な
え
、
使
用
不
能
に
な
 

っ
た
場
合
設
備
費
と
し
て
預
金
し
 

て
い
る
も
の
に
利
子
が
つ
く
も
の
 

や
、
町
有
林
の
売
払
収
入
な
ど
で
 

す。 
△
諸
収
入
コ
二
〇、 

八
六
一
千
 

円」 
児
童
措
置
費
や
鉱
害
復
旧
事
業
 

団
交
付
金
、
印
紙
売
捌
収
入
で
 

す。 
△
町
債
「
一
七
六
、
 
」
ハ
〇
〇
千
 

円」 
町
が
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
す
る
 

た
め
、
国
か
ら
借
る
も
の
で
炭
鉱
 

離
職
者
緊
急
就
労
対
策
事
業
債
、
 

産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
債
、
過
 

疎
対
策
事
業
債
、
町
道
改
良
事
業
 

債
、
市
場
校
プ
ー
ル
建
設
事
業
債
 

生
活
館
建
設
事
業
債
、
公
共
用
地
 

先
行
取
得
事
業
債
な
ど
で
す
。
 

歳 入 （単位千円） 

款 ~ 金 額 

町 税 

自動車取得税交付金 

地 方 交 付 税 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国 庫 支 出 金 

県 支 出 金 

財 産 収 入 

寄 附 金 

繰 越 金 

諸 収 入 

町 、債 

合 計 

0
 
8
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4
 
5
 
9

・
ー
・
ー
・
1
 

0
 
2
 

7
 
3
 
0
 
4
 
9
 
5
 
3
 
4
 

8
 
6
 
~
 
2
 

「
ー
‘
1
 

0

・ー 

9
J
什
 
にJ

・ー 

4
 
8
 
6

‘ー 

●
 

●
 

●
 

，
 

●
 

，
 

，
 

●
 

●
 

●
 

？
 

,
 

4
 
5
l
ー 
6
 
6
 
0
 
6
 
2
 

・ー 

～
 
6
 
2
 

5
 

6
 

8
 
4
 

3
 
7
 
7
 

9
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2
 

・1 

8
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△
一
億
九
千
四
百
十
二
万
七
千
円
 

歳
出
予
算
に
占
め
る
割
り
合
い
 

は
ト
ッ
プ
で
す
。
こ
と
し
も
一
世
 

帯
一
住
宅
を
目
ざ
し
て
町
営
住
宅
 

改
良
住
宅
、
同
和
住
宅
建
設
費
や
 

道
路
維
持
補
修
費
、
過
疎
対
策
費
 

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

消防費 

弧 

住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
 

町
が
事
業
を
行
な
う
た
め
国
か
 

め
の
消
防
団
の
運
営
費
や
、
活
動
 

ら
借
り
入
れ
た
お
金
の
元
利
償
還
 

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

金
と
一
時
借
り
入
れ
金
の
利
子
償
 

△
七
千
六
百
九
十
七
万
一
千
円
 

教
育
委
員
会
費
と
町
内
小
中
学
 

校
、
公
民
館
な
ど
の
経
費
で
す
。
 

市
場
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
費
も
 

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

△
一
王
ハ
百
二
十
八
万
五
千
円
 

△
四
千
十
八
万
四
千
円
 

歳 出 （単位千円） 

款 金 額 

議 会 費 19, 190 

総 務 費 82, 566 

民 生 費 135, 396 

衛 生 費 19, 532・ 

労 働 費 178, 499 

農 林 水 産 費 49, 485 

商 工 費 3, 261 

土 木 費 194, 127 

消 防 費 16, 285 

教 育 費 76, 971 

災 害 復 旧 費’ 0 

公 債 費 40, 184 

諸 支 出 金 46, 625 

予 備 費 10, 000 

計 872, 122 

還
金
で
す
。
 

△
一
千
万
円
 

予
算
編
成
当
時
予
期
し
な
か
っ
 

た
予
算
外
支
出
等
の
生
じ
た
場
合
 

の
補
足
的
な
予
算
を
計
上
し
て
い
 

ま
す
。
 

△
諸
支
出
金
 
四
六
千
百
六
十
一
一
 

万
五
千
円
 

こ
の
お
金
は
企
業
会
計
即
ち
、
 

病
院
や
水
道
事
業
に
一
般
会
計
か
 

ら
繰
り
出
し
て
い
る
も
の
で
す
。
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か
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若
 
い
 
人
 
の
 
就

職

 

希

望

者

少

な

 い
 

「

世

論

調

査

」

 
か

ら

 

昨
年
住
民
皆
さ
ん
に
調
査
を
お
 

願
い
し
ま
し
た
労
働
力
と
住
宅
建
 

築
希
望
と
住
宅
不
足
の
ァ
ン
ケ
ー
 

ト
を
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
ま
し
た
。
 

ま
ず
労
働
カ
の
調
査
の
方
は
こ
 

ん
後
町
が
企
業
を
誘
致
す
る
時
に
 

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
、
 

そ
れ
は
労
働
力
の
確
保
に
あ
る
と
 

思
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
ア
ン
ケ
l
ト
は
、
労
働
力
 

人
ロ
を
確
保
す
る
と
き
の
資
料
に
 

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
町
内
十
五
才
以
上
 

の
方
に
調
査
を
お
願
い
し
ま
し
た
 

が
、
こ
の
ァ
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
を
 

寄
せ
ら
れ
た
駐
在
は
八
十
三
、
本
 

町
の
駐
在
の
数
は
「
百
三
」
そ
の
 

う
ち
調
査
紙
に
記
入
し
た
世
帯
数
 

は
二
、
 

一
七
二
で
し
た
。
 

中
核
企
業
を
誘
致
し
た
場
合
こ
 

の
調
査
で
、
働
く
こ
と
を
希
望
す
 

る
人
が
「
四
二
二
人
」
で
す
が
、
 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く
希
望
の
人
 

が
、
そ
の
う
ち
「
九
十
二
人
」
で
 

実
際
に
働
く
人
は
三
百
三
十
人
で
 

し
た
。
 

又
企
業
誘
致
に
よ
っ
て
企
業
が
 

雇
用
を
必
要
と
す
る
年
令
層
は
、
 

十
代
か
ら
三
十
代
ま
で
で
す
が
、
 

こ
の
年
令
層
の
希
望
者
は
、
 

「一 

四
五
人
」
で
、
四
十
代
か
ら
六
十
 

代
の
希
望
者
が
「
一
八
五
人
」
で
 

、
企
業
が
必
要
と
す
る
労
働
力
を
 

確
保
す
る
に
は
、
定
着
労
働
力
 

（
現
在
就
労
し
て
い
る
）
を
誘
致
 

企
業
に
あ
て
る
に
は
、
労
働
条
件
 

や
、
給
料
な
ど
の
待
遇
を
考
慮
し
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
 

す
。
年
令
別
就
職
希
望
者
は
次
の
 

図
の
と
お
り
で
す
。
 

就職を希望する人 

慧
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非

行

防

止

活

動

を

 

続
 
け
 
る
 
補
 
導
 
員
 

悪
質
化
す
る
少
年
非
行
に
対
し
 

て
、
警
察
で
は
、
学
校
な
ど
と
緊
 

密
な
連
絡
を
た
も
つ
ほ
か
，
地
域
 

の
少
年
補
導
員
と
の
共
同
補
導
を
 

強
め
た
り
、
少
年
が
人
格
を
形
成
 

し
て
行
く
上
で
最
も
大
き
な
影
響
 

を
う
け
る
と
い
わ
れ
る
家
庭
に
対
 

し
て
も
，
少
年
問
題
に
も
っ
と
関
 

心
を
I

と
強
く
呼
び
か
け
て
い
ま
 

す、 少
年
補
導
員
は
次
の
方
た
ち
で
 

す。 〇
太
田
敏
男
（
市
場
）
 

〇
藤
掛
修
市
（
伏
原
）
 

〇
岩
城
辰
美
（
中
町
）
 

〇
高
盛
芳
雄
（
上
野
）
 

〇
森
千
代
子
（
上
野
）
 

こ
の
ほ
か
に
、
各
小
中
学
校
教
育
 

委
員
会
に
も
補
導
機
関
が
あ
り
ま
 

す。 少
年
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
は
 

遠
慮
な
く
相
談
し
て
下
さ
い
。
 

ふ

え

る

少

年

に

よ

る

 

、

ン

ン

ナ

ー

遊

び

 

シ
ン
ナ
ー
遊
び
が
、
田
川
地
方
 

に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

「
私
の
子
ど
も
に
限
っ
て
は
」
 

と
、
子
を
持
つ
親
と
し
て
当
然
で
 

あ
り
ま
す
。
 

、、 

パートタイムを希望する人 

写
真
は
、
建
設
中
の
福
豊
ブ
ロ
 

ッ
ク
工
業
第
三
工
場
、
従
業
員
 

約
二
〇
人
で
操
業
を
は
じ
め
 

ま
す
 

議製 10 20 30 40 50 60 70 

男

女

計
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20 
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27 
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26 
27 
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ー

 

ク
 

し
か
し
子
ど
も
は
親
元
を
離
れ
 

ま
す
と
．
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
遊
 

び
ま
す
。
 

又
一
人
で
遊
ぶ
子
は
健
康
に
恵
 

ま
れ
な
い
子
ど
も
で
す
c

こ
の
子
 

ど
も
達
の
遊
ぶ
場
所
は
空
地
や
神
 

社
な
ど
を
利
用
し
ま
す
。
 

悪
い
遊
び
場
所
シ
ン
ナ
ー
の
大
 

半
は
神
社
や
空
家
な
ど
人
目
の
つ
 

内職を希望する人 

以
 
外
 
と
 
多
 
い
 

借

家

に

住

ん

で

い

る

人

 

町
は
こ
れ
ま
で
、
 

一
世
帯
一
住
 

宅
を
目
標
に
、
公
営
住
宅
建
設
を
 

す
す
め
て
来
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
、
公
営
住
宅
、
改
良
 

住
宅
、
同
和
住
宅
を
あ
わ
せ
て
、
 

二
四
七
戸
建
設
し
て
来
ま
し
た
。
 

し
か
し
こ
の
度
び
行
な
わ
れ
た
 

住
宅
調
査
に
よ
る
と
、
借
家
に
住
 

ん
で
い
る
人
が
以
外
と
多
く
一
七
 

二
世
帯
い
ま
す
。
 

調
査
で
は
、
住
ん
で
い
る
家
す
 

な
わ
ち
、
借
家
、
公
営
に
住
ん
で
 

い
る
に
答
え
た
方
に
、
こ
ん
後
住
 

み
た
い
家
表
②
の
布
望
の
調
査
で
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か
な
い
と
こ
ろ
で
友
達
に
よ
る
悪
 

い
遊
び
を
お
ぼ
え
ま
す
。
 

い
ま
は
や
っ
て
い
る
の
が
シ
ン
 

ナ
ー
遊
び
で
す
。
 

子
ど
も
達
を
健
全
に
育
て
守
る
 

に
は
、
校
外
生
活
の
な
か
で
、
ク
 

ラ
ブ
で
の
指
導
育
成
が
必
要
で
は
 

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

数
年
前
は
、
町
内
に
子
ど
も
会
 

の
活
動
が
活
発
に
行
な
わ
れ
、
こ
 

の
団
体
の
数
も
多
く
各
町
内
毎
に
 

育
成
さ
れ
、
組
織
に
対
し
て
住
民
 

は
非
常
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
よ
 

う
で
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
今
日
こ
の
子
ど
も
会
 

の
数
も
年
々
減
っ
て
行
く
現
状
で
 

あ
り
ま
す
。
 

こ
の
原
因
を
探
っ
て
見
ま
す
と
 

町
内
に
子
ど
も
の
数
が
減
っ
た
こ
 

と
や
、
指
導
者
の
不
足
が
あ
げ
ら
 

れ
て
い
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
青
少
年
を
健
全
 

に
育
成
す
る
に
は
、
町
内
の
人
た
 

ち
が
、
青
少
年
問
題
に
関
心
を
持
 

ち
、
青
少
年
個
々
に
指
導
す
る
の
 

で
は
な
く
、
ク
ラ
ブ
の
組
織
化
に
 

よ
っ
て
、
正
し
い
健
康
な
遊
び
や
 

仲
間
づ
く
り
の
指
導
を
助
長
し
な
 

げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
 

す「 手
は
じ
め
に
近
所
の
子
ど
も
達
 

に
会
っ
た
ら
「
お
早
よ
う
」
 
「お 

早
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
か
け
声
 

を
心
温
く
、
か
け
あ
い
た
い
も
の
 

で
す
。
 

住んでいる家 ① 

持 家 

借 家 

公 営 

計 

1.07311 

172 

154 

1一398 

76.7% 

12.2 

11 . 1 

100 “
一

 

、

，

I

・ 

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
日
頃
か
ら
 

家
庭
で
自
然
の
状
態
で
習
慣
づ
り
 

た
い
も
の
で
す
。
 

わ
た
し
達
は
、
子
ど
も
が
い
ろ
 

い
な
い
を
問
わ
ず
、
子
ど
も
の
生
 

活
に
関
心
を
持
ち
、
温
い
思
い
や
 

り
で
接
し
町
の
宝
と
し
て
、
正
し
 

い
遊
び
を
指
導
し
て
や
ら
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ふ

え

る

少

年

の

非

行

 

昭
和
四
十
六
年
中
、
福
岡
県
警
 

察
で
は
非
行
少
年
「
七
、
七
四
四
 

人
」
を
検
挙
補
導
し
ま
し
た
。
 

数
的
に
は
前
年
よ
り
四
七
七
人
 

（
五
、
八
％
）
減
り
ま
し
た
が
、
 

こ
れ
は
少
年
人
口
が
年
々
五
％
前
 

後
減
っ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
 

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

少
年
非
行
は
減
っ
て
い
る
と
は
 

い
え
依
然
と
し
て
東
京
・
大
阪
に
 

次
い
て
全
国
第
三
位

で

あ

り

ま

 

す。 少
年
人
ロ
一
、
〇
〇
〇
人
あ
た
 

り
の
非
行
者
率
は
、
 
一
一
、
二
人
 

で
、
全
国
平
均
の
八
、
六
％
よ
り
 

は
る
か
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

お
と
な
を
含
む
全
刑
法
の
中
に
 

占
め
る
非
行
少
年
の
率
は
、
四
 

五
、
五
％
で
前
年
よ
り
一
、
九
％
 

高
い
な
ど
全
国
的
に
み
た
場
合
、
 

福
岡
県
の
非
行
少
年
は
き
び
し
い
 

情
勢
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
田
川
郡
の
非
行
少
 

年
の
実
態
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

は
、
自
己
．
分
譲
住
宅
よ
り
も
公
 

営
住
宅
に
入
居
を
希
望
す
る
人
が
 

多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
 

町
は
も
と
の
人
口
二
万
人
に
も
 

ど
す
に
は
、
赤
池
町
を
北
九
州
市
 

の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
に
す
る
構
想
が
 

考
え
ら
れ
ま
す
。
 

す
な
わ
ち
公
営
、
住
宅
、
分
譲
 

写
真
は
伏
原
に
完
成
し
た
改
良
 

住
宅
 

少 年 検 挙 補 導 環 境 別 表 

区
分
 

行
為
内
容
 

総
 

数
 

生 三活程度 保護者の状況 住居形態 学を 交のか に績 喫
煙
経
験
数
 

性 別 

実
父
実
母
 

継
父
実
母
 

継
母
実
父
 

欠 損 
上
 
流
 

中
 
流
 

下
 
流
 

極
 
貧
 

自
 
宅
 

そ
の
他
 

良
 

普
 
通
 

不
 
良
 

男
 

女
 

両
親
欠
 

父
 
欠
 

母
 
欠
 

凶

悪

犯

 

強盗

強姦 8 4 3 6 2 8 3 5 7 8 

放火 1 1 1 1 1 1 

粗 暴行 49 17 24 8 35 1 1 1 10 1 49 2 25 22 17 49 
一 

暴
 
犯
 

傷害 14 2 1 8 1 3 1 14 2 4 8 4 14 

脅迫

恐喝 13 2 8 3 1 1 13 5 8 7 13 

窃 盗 157 1 24 65 67 110 8 3 2 21 13 149 8 6 65 86 51 141 16 

わいせっ 6 3 3 4 1 1 6 3 3 3 6 

その他 33 10 14 9 26 2 3 2 31 2 2 19 12 7 33 

合 計 281 1 56 129 95 201 10 7 6 38 19 271 10 12 125 144 96 265 16 

住みたい家 ② 

公営 住宅 

分譲住宅 

自 己住宅 

計 

人
 

‘ー 

6
 
5
 
2
 

7
 
5
 
6
 
9
 

36.9% 
29.2 
23.9 
100 

住
宅
を
建
設
す
る
か
た
わ
ら
企
業
 

誘
致
に
よ
っ
て
、
当
然
考
え
ら
れ
 

る
通
動
労
働
者
を
町
で
生
活
の
場
 

と
し
で
定
着
さ
せ
る
た
め
会
社
等
 

の
社
宅
を
建
設
す
る
用
地
を
取
得
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
 

れ
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
度
び
行
な
 

わ
れ
た
住
宅
調
査
は
町
が
住
宅
を
 

必
要
と
す
る
絶
対
数
を
つ
か
み
、
 

住
宅
政
策
を
た
て
る
た
め
の
基
礎
 

資
料
に
な
る
も
の
で
す
。
 

運

転

免

許

証

の

 

更

新

は

講

習

を

 

六
月
十
五
日
か
ら
、
運
転
免
許
 

証
の
更
新
を
す
る
方
は
、
試
験
場
 

で
公
安
委
員
会
が
行
う
講
習
を
受
 

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

◇
 
講
習
内
容
は
 

安
全
運
転
 

に
必
要
な
知
識
、
交
通
法
令
の
解
 

説
で
、
交
通
安
全
映
画
な
ど
を
上
 

映
し
ま
す
。
 

◇
 
受
付
時
間
 

午
前
十
時
か
 

ら
午
後
十
四
時
ま
で
 

◇
 
更
新
手
数
料
は
…
：
七
百
円
 

で
す
。
 

◇
 
免
許
証
の
交
付
は
 

従
来
 

ど
お
り
、
住
所
地
の
警
察
署
で
行
 

な
い
ま
す
。
 

ーJ 

農

業

委

員

会

委

員

の

選

挙

は

 

七
 
月
 
十

四

 日
 

わ
た
し
た
ち
の
農
業
の
代
表
を
選
ぶ
選
挙
で
す
 

棄
権
を
し
な
い
よ
う
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
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町
 
の

広

報

紙

を

 

読
ん
で
い
る
人
「
九
十
二
％
」
 

「
世
論
調
査
 
か
 
ら」 

町
政
を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
 

た
め
、
町
は
毎
月
一
回
機
関
紙
 

「
広
報
あ
か
い
け
」
を
発
行
し
て
 

い
ま
す
。
 

住
民
の
方
に
、
こ
の
広
報
紙
が
 

ど
う
読
ま
れ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
 

点
を
あ
ら
た
め
た
ら
よ
い
か
、
町
 

内
に
あ
る
四
つ
の
保
育
園
の
父
兄
 

コ
ー
五
四
人
」
を
対
象
に
世
論
調
 

査
を
し
ま
し
た
。
 

回
収
は
 
「
一
五
八
人
」
 
で
六
十
 

二
、
二
％
で
し
た
。
 

こ
の
調
査
に
ご
協
力
し
て
い
た
 

47年 42 年 

だ
い
た
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 「

町
で
し
て
い
る
仕
事
は
何
ん
 

で
知
る
か
」
で
は
、
昭
和
四
十
一
一
 

年
の
調
査
で
回
覧
板
や
、
有
線
放
 

送
な
ど
で
知
る
人
が
多
く
い
ま
し
 

た
が
、
今
日
の
調
査
で
は
、
広
報
 

紙
を
通
じ
て
知
る
人
が
、
四
＋
・
 

九
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
 

ま
す
。
 

こ
れ
は
、
毎
月
発
行
に
よ
る
結
 

果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

「
届
い
て
い
る
か
」
の
問
で
は
 

こ
の
項
で
も
、
九
十
％
以
上
を
占
 

め
、
前
回
を
上
廻
っ
て
い
ま
す
。
 

も
し
届
か
な
い
家
庭
は
総
務
課
 

文
書
広
報
係
ま
で
届
出
し
て
下
さ
 

い。 「
読
ん
で
い
る
か
」
の
問
で
も
八
 

十
三
、
三
％
を
占
め
、
読
ま
な
い
 

人
が
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。
 

係
で
は
、
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
 

つ
く
り
に
努
力
致
し
て
い
ま
す
。
 

係
で
は
、
町
の
話
題
や
、
町
の
 

行
政
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
 

投
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
 

と
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

蕪
 

辱
 《

 
・
、
 

民
主
委
員
活
動
は
地
域
福
祉
 

『
活
動
で
す
。
 

、 

そ
し
て
地
域
福
祉
推
進
の
主
 

、
役
を
担
う
民
生
委
員
活
動
は
、
 

（
き
わ
め
て
重
大
で
あ
る
と
い
わ
 

（ 
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

（ 

こ
の
民
生
委
員
は
、
民
生
、
 

（
児
童
委
員
と
い
 

（ 
う
の
が
正
し
い
 

【
」
の
で
す
。
任
期
 

」
 
が
三
年
で
す
。
 

た
あ
と
県
の
民
生
児
童
委
員
審
査
 

会
に
報
告
さ
れ
、
さ
ら
に
知
事
の
 

推
せ
ん
に
よ
っ
て
厚
生
大
臣
か
ら
 

委
嘱
を
受
け
ま
す
。
 

仕
事
は
 

田
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
 

て
保
護
が
必
要
な
人
や
、
家
庭
を
 

民
主
委
員
は
こ
の
 

よ
う
に
選
ば
れ
る
 

"
？
 

赤
池
町
に
は
「
十
二
人
」
の
 

）
民
生
、
児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
 

） 
て
い
ま
す
。
 

〕 

こ
う
し
て
選
ば
れ
る
 

〕 

町
長
が
別
に
委
嘱
し
た
推
せ
 

〕
ん
会
委
員
の
推
せ
ん
で
選
ば
れ
 

a）町の仕事は何んでしるか 

回 覧 板 

広 報 あ か い け 

掲 示 板 

役 場 職 員 か ら 

有 線 放 送 

そ の 他 

41.3% 

33一1 

5.0 

2.2 

11.4 

70 

40.6% 

49.8 

0.9 

0.9 

3.5 

4.3 

(2）広報あかいけは届いているか 

る 々 い 他 

の 

い 時 な そ 

62
.
2%
 
28
.
4
 

1
.
7
 

1
.
7
 

% 

8 3 9 ~ 
・ーb《・l 

(uJ 

(3） 広報あかいけを読ん Iでいるか 

い
 
る
 

時
 
々
 

な
 
い
 
読まない方が多い 

そ
 
の
 
他
 

64.2% 

23 1 

8.2 

3.5 

1.0 

% 

3 4 3 ~ ~ 
 JっにJ '‘ー 

8・Iー 

④ どんな記事をのせたらよいか 

町 政 の 記 事 

町 民 の 投 稿 

日常生活に役立記事 

そ の ． 他 

% 

dー ・ー ‘‘ー dI 

5 0 9 5 
っv n乙 っJー 

%
 

8
 
9
 
9
 
4
 

0
 
7
 
9

・ー 

4I 

・ー 

Qu 

(5） 回覧板にっいて 

早 く 届いている 

遅 れ る 

役 に た た な い 

そ の 他 

%
 

8
 
3
 
9
 
口J 

7
 
2
 
3

‘ー 

n乙
 

n乙
 

・ー 

54
.
9%
 

40
.
5
 

3
.
2
 

1
.
4
 

れ
で
も
気
軽
に
相
談
に
応
じ
ま
」
 

す。 

・
」
 

ど
ん
な
人
が
 

） 

民
生
委
員
に
選
ば
れ
る
か
 

） 

m
、
社
会
奉
仕
の
精
神
が
あ
 

り
人
格
や
知
識
が
高
い
人
 

②
、
生
活
の
経
験
が
豊
か
で
 

鵡
轡
～
 

適
切
に
保
護
指
導
す
る
。
 

②
、
社
会
福
祉
の
仕
事
を
助
け
 

福
祉
事
務
所
と
連
絡
を
と
り
、
町
 

の
人
で
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
 

る。 ⑧
心
配
ご
と
の
あ
る
人
は
、
誰
 

…
 

．
,
．
・
二
 潮

 

干
 

が
 

り
 

い
よ
い
よ
潮
干
が
り
の
シ
ー
ズ
 

ン
で
す
。
日
曜
日
な
ど
は
野
や
山
 

や
海
の
行
楽
地
へ
家
族
づ
れ
で
出
 

か
け
ま
す
。
 

潮
干
が
り
の
良
さ
は
、
潮
風
を
 

う
け
、
日
光
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
る
 

表 時 潮 
6月 干 潮 

日 ~曜 汐 午前 ~午後 

17 

18 

24 

25 

土

日

土

日

 

小

小

大

大

 

6.00 

7.00 

0

0

~

~

 

0

0

3

・ー 

'
 

.
 

. 

8

9

2

3

 

ー

ー

ー

ー

 7月 

円
満
な
人
情
の
深
 

い
人
 

⑧
そ
の
地
域
の
 

実
情
を
良
く
知
っ
 

て
い
て
、
住
民
が
気
軽
に
相
談
 

に
行
け
る
人
 

④
、
い
つ
も
児
童
や
妊
産
婦
 

の
保
護
、
保
健
に
関
心
を
も
ち
 

こ
の
人
た
ち
に
近
か
づ
い
て
い
 

ろ
い
ろ
の
指
導
を
す
る
人
 

・．,,"'..."’一，．・’’・．.・’"',, 

海
辺
の
こ
、
ち
良
さ
は
快
適
で
 

す
。
子
ど
も
達
は
潮
干
が
り
で
あ
 

き
る
と
貝
の
採
集
や
、
カ
ニ
と
た
 

わ
む
れ
る
光
景
を
あ
ち
ら
、
こ
ち
 

ら
で
見
か
け
ま
す
。
 

皆
さ
ん
に
潮
干
が
り
の
潮
時
表
 

を
紹
介
し
ま
す
。
 

・
ー
っ
」
8
9
5
6
2
3
a
J
0
 

・
ー
・
ー
2
2
2

っu 

土

日

土

日

土

 日

土

日

土

日

 

中

中

中

大

中

中

中

中

中

中

 

12.00 

二 

11 .30 
】一 

17.00 

17.30 

13.00 

17.00 

17.30 

12.30 

16.00 

16.30 

、J 

け
 

、
 

し
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

つ
つ
み
で
魚
を
採
る
こ
と
は
 

禁

じ

ら

れ

ま

 す
 

「

漁

業

権

設

定

」

 

初
夏
の
訪
づ
れ
と
と
も
に
．
子
 

ど
も
達
は
野
に
、
山
に
、
川
辺
へ
 

か
け
出
し
、
太
陽
を
浴
び
な
が
ら
 

か
け
廻
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
 

特
に
子
ど
も
達
が
川
辺
で
魚
を
 

釣
っ
た
り
、
採
っ
た
り
す
る
光
景
 

を
見
か
け
ま
す
。
 

上
野
地
区
の
溜
池
は
漁
業
権
が
 

設
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

本
町
に
は
溜
池
が
、
 

「
七
十
五
 

カ
所
」
あ
り
、
上
野
一
区
か
ら
五
 

区
ま
で
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
が
管
 

理
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
溜
池
は
濯
慨
用
水
と
 

し
て
（
田
畑
に
水
を
引
く
）
利
用
 

し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
池
に
は
、
地
区
の
人
 

達
が
魚
を
入
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
 

ま
で
．
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い
 

な
か
っ
た
た
め
に
、
釣
り
人
と
入
 

漁
者
の
間
で
論
議
が
交
わ
さ
れ
、
 

問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
こ
の
漁
業
権
設
定
で
 

上
野
地
区
の
池
で
魚
を
釣
っ
た
り
 

採
っ
た
り
す
る
こ
と
を
法
律
で
禁
 

じ
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
人
は
 

罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
 

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

救

急

車

 の
 

使

用

 に
 
つ
 
い
 
て
 

不
時
の
事
故
で
、
救
急
車
が
今
 

す
ぐ
来
ら
れ
な
い
と
知
っ
た
ら
、
 

あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
、
日
 

頃
皆
様
方
に
救
急
車
の
利
用
法
を
 

守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
い
つ
で
 

も
救
急
車
の
利
用
が
出
来
る
は
ず
 

) 
で
す
。
 

ち
ょ
っ
と
し
た
病
気
や
事
故
で
 

救
急
車
を
タ
ク
シ
ー
が
わ
り
に
使
 

用
す
れ
ば
重
大
な
事
故
等
の
場
合
 

救
急
車
が
遅
く
な
り
助
か
る
命
も
 

助
か
ら
な
い
事
が
起
る
か
も
わ
か
 

り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
点
を
よ
く
考
え
て
利
用
す
る
 

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

救
急
車
の
利
用
に
つ
い
て
は
次
 

の
条
件
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

（
参
考
条
文
、
消
防
法
第
二
条
九
 

号） 
1
、
火
災
事
故
（
火
災
現
場
に
お
 

け
る
事
故
）
 

2
、
風
水
害
等
事
故
（
異
常
な
自
 

然
現
象
に
よ
る
も
の
）
 

3
、
水
難
事
故
（
船
等
の
衝
突
又
 

は
水
泳
中
の
溺
者
）
 

4
、
交
通
事
故
（
全
て
の
交
通
機
 

関
相
互
の
衝
突
及
び
接
触
事
 

故） 

5
、
一
般
事
故
（
公
衆
集
合
所
街
 

写
真
の
救
急
車
が
昨
年
出
動
し
 

た
回
数
は
一
六
八
回
で
、
二
日
 

に
一
回
出
勤
し
た
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
 

三
三
ー
 

ー
三
ニ
三
I
!
‘
ー
三
！
三
三
三
ニ
一
‘
ー
三
ニ
三
三
三
・
》
ー
三
「
三
三
三
一
一
 
」
ニ
三
三
三
三
》
ー
三
三
三
三
…
ー
 

ー
一
一
ニ
三
三
三
一
一
 
三
三
三
三
三
ー
 

昨

年

の

香

典

返

し

は

 

五

十

万

円

 

お
 

礼
 

一
、
金
一
封
 
田
中
久
夫
殿
 

亡
父
久
吉
殿
（
六
支
所
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
坂
口
キ
ョ
ミ
殿
 

亡
夫
嘉
蔵
殿
（
十
四
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
木
村
政
市
殿
 

亡
母
キ
ク
殿
（
十
一
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
林
省
吾
殿
 

亡
妻
幸
子
殿
（
金
田
町
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
森
信
俊
殿
 

亡
父
信
次
殿
（
十
三
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
長
谷
川
伍
助
殿
 

亡
父
多
一
郎
殿
（
七
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
・
、
金
一
封
 

大
久
保
勇
殿
 

亡
母
シ
ゲ
ノ
殿
（
一
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
‘
金
一
封
 

田
中
与
嘉
殿
 

亡
父
林
殿
（
十
二
支
所
）
香
典
返
 

し
と
し
て
、
以
上
の
方
々
が
そ
れ
 

ぞ
れ
町
民
生
助
成
会
へ
寄
附
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

昨
年
度
香
典
返
し
と
し
て
町
民
 

生
助
成
会
へ
寄
附
さ
れ
た
金
額
は
 

四
十
六
件
あ
り
、
金
額
と
し
て
五
 

十
万
一
千
円
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
お
金
は
一
、
貧
困
家
庭
、
長
期
 

療
養
者
、
災
害
等
の
見
舞
金
と
し
 

て
使
っ
て
い
ま
す
。
 

弘
等
で
発
生
し
た
事
故
）
 

6
、
犯
罪
事
故
（
犯
罪
に
よ
る
傷
 

害
等
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
事
 

故） 

7
、
労
働
事
故
（
労
働
関
係
の
外
 

科
的
負
傷
）
 

8
、
急
病
（
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
 

す
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
病
院
 

等
に
運
ぶ
適
当
な
手
段
が
な
い
 

場
合
）
 

な
お
、
患
者
を
病
院
に
収
容
す
 

る
と
き
は
、
救
急
隊
に
任
か
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 

な
お
、
わ
か
ら
な
い
点
や
、
お
き
 

ず
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
金
 

田
分
署
、
金
田
②
〇
三
〇
七
番
ま
 

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

違

法

駐

車

は

 

レ

ツ

力

ー

車

で

移

動

 

違
法
駐
車
は
交
通
渋
滞
や
交
通
 

事
故
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

警
察
で
は
、
二
月
か
ら
違
法
駐
 

車
車
両
を
レ
ッ
カ
車
で
移
動
し
、
 

有
料
駐
車
場
に
保
管
し
ま
す
。
 

駐
車
違
反
を
し
ま
す
と
、
こ
れ
 

ま
で
の
反
則
金
の
ほ
か
に
、
移
動
 

料
、
保
管
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

反
則
金
十
移
動
料
十
保
管
料
 

（
移
動
料
は
、
四
千
円
、
夜
間
は
 

四
千
五
百
円
、
保
管
料
は
有
料
駐
 

車
場
料
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
 

（
赤
池
派
出
所
）
 

こ

の

運

動

は

い

か

が

 

百

円

の

お

買

物

に

 

一

点

の

愛

町

券

を

 

町
の
お
店
で
品
物
を
買
っ
た
 

「
愛
町
券
」
の
発
行
で
教
育
施
設
 

つ
く
り
な
ど
は
い
か
が
で
す
か
。
 

こ
の
愛
町
券
で
学
校
の
施
設
や
 

設
備
の
資
金
、
P
T
A

の
運
営
資
 

金
な
ど
に
し
て
P
T
A

の
負
担
を
 

軽
く
し
た
り
、
町
を
よ
く
す
る
資
 

金
つ
く
り
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
 

で
す
。
 

わ
た
し
達
で
出
来
る
も
の
は
、
 

わ
た
し
達
で
、
出
来
な
い
も
の
は
 

行
政
で
こ
れ
が
真
の
社
会
つ
く
り
 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
の
運
動
は
、
わ
た
し
達
が
お
 

店
で
百
円
の
買
物
を
し
た
ら
一
点
 

（
一
円
）
の
愛
町
券
を
お
店
が
だ
 

す
こ
と
に
な
り
ま
す
．
し
た
が
っ
 

て
、
千
円
お
買
上
げ
に
な
っ
た
ら
 

「
十
枚
」
の
愛
町
券
が
も
ら
え
る
 

わ
け
で
す
。
こ
の
愛
町
券
を
家
庭
 

で
保
存
し
て
お
き
ま
す
と
、
子
ど
 

も
達
が
定
期
的
に
集
め
て
廻
り
、
 

学
校
へ
持
ち
よ
り
商
工
会
で
、
現
 

金
化
し
て
社
会
つ
く
り
の
費
用
に
 

あ
て
る
と
い
う
し
く
み
で
す
。
 

こ
の
愛
町
券
は
一
枚
が
一
円
の
 

割
合
で
交
換
さ
れ
ま
す
の
で
保
存
 

袋
も
配
布
す
る
と
い
う
や
り
方
で
 

す。 
こ
の
ア
イ
デ
イ
ァ
い
か
が
で
す
 

か。 



(8)_ け
 

(S か
 

あ
 

報
 

広
 

北
国
の
か
お
り
 

す
ず
ら
ん
が
町
に
 

北
海
道
の
す
ず
ら
ん
の
花
が
 

町
へ
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
 

送
り
主
は
、
赤
池
町
出
身
で
 

現
在
自
衛
隊
千
 

瓢

綴

 

歳
駐
と
ん
地
勤
 

熱
瞬
麟
 

務
の
「
池
田
静
極
お
轟
 

馬
」
さ
ん
で
、
 

《 

」議二叫考一 

広
報
係
で
は
、
 

」（ 

葺×
 

早
速
U
Q
花
を
一
難
」
「
篇
綴
欝
 

町
立
病
院
に
入
蕪
」
「
麟
難
麟
』
 

院
し
て
い
る
患
 
轟

難

欝

簿

 

者
に
、
役
場
職
 

，
麟
難
軒
曹
y
 

員
と
看
護
帰
さ
 

，轟藤燕 

ん
が
、
一
り
ん
づ
つ
渡
し
、
北
 

国
の
か
お
り
を
届
け
、
闘
病
を
 

続
け
る
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
を
 

勇
気
づ
け
る
こ
と
に
役
立
て
ば
 

と
、
こ
の
ほ
ど
病
院
へ
送
り
届
 

け
ま
し
た
。
 

町
広
報
係
で
は
、
赤
池
町
出
身
 

県
外
就
職
生
や
、
自
衛
隊
員
に
 

広
報
紙
と
移
り
変
る
町
の
近
況
 

を
手
紙
に
託
し
て
、
郵
送
し
て
 

ふ
る
さ
と
を
想
い
出
し
て
頂
い
 

て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
、
就
職
生
か
ら
便
 

鵬
ぎ
 

り
が
あ
り
、
自
 

一一 

衛
隊
員
の
福
島
 

碑
灘
」
麟
灘
拶
 

さ

ん

が

郷

里

 

麟
瞬
議
議
麟
」
）
 

（
上
野
）
に
北
 

難
熱
鰐
鰹
 

，
紗
麟
お
り
、
役
場
広
 

、
」
熱
「
「
議
 

報
係
へ
近
況
を
 

鷺
（
讐
 

届けるなど、 

蟻嘩」、 

郷
里
を
離
れ
た
 

方
は
や
は
り
郷
土
を
愛
し
、
郷
 

愁
を
偲
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
 

で
、
あ
る
時
は
．
よ
き
リ
ー
ダ
 

ー
と
し
て
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
 

と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
 

勤
務
し
て
い
ま
す
。
 

町
 
民
 
の
 
声
 

回
覧
板
の
改
善
を
 

こ
の
ほ
ど
、
広
報
あ
か
い
け
の
 

世
論
調
査
で
、
回
覧
板
の
遅
れ
に
 

よ
っ
て
、
子
ど
も
の
注
射
が
間
に
 

合
わ
な
か
っ
た
の
で
、
改
善
策
を
 

考
え
て
も
ら
い
た
い
と
言
う
要
望
 

が
五
、
六
通
あ
り
ま
し
た
の
で
お
 

答
え
致
し
ま
す
。
 

答
 
回
覧
板
は
、
住
民
全
体
に
 

共
通
す
る
、
お
知
ら
せ
や
、
行
事
 

の
参
加
に
つ
い
て
、
周
知
す
る
た
 

め
に
回
覧
板
が
必
要
に
な
る
と
考
 

え
ら
れ
ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
三
才
児
検
診
な
ど
 

数
が
限
ら
れ
て
い
る
も
の
は
回
覧
 

的
要
素
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
思
 

わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
事
業
に
対
し
 

て
は
、
個
人
あ
て
に
、
ハ
ガ
キ
に
 

よ
る
通
信
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
 

ま
す
。
 

こ
ん
後
の
連
絡
方
法
は
特
定
の
 

人
（
乳
児
検
診
な
ど
）
 
に
は
ハ
ガ
 

む
か
レ
ひ
 

み
謡
 

無
 

縁
 

塚
 

「青 

坊
 
主」 

市
場
小
学
校
前
の
一
帯
は
、
中
 

世
の
頃
、
古
墓
が
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
墓
は
学
校
拡
張
ご
と
 

に
取
り
の
ぞ
か
れ
、
今
で
は
全
く
 

そ
れ
ら
し
い
跡
か
た
も
あ
り
ま
せ
 

ん。 大
正
十
三
年
頃
、
有
志
の
人
た
 

ち
で
無
縁
塚
を
建
て
ま
し
た
。
 

私
（
筆
者
）
か
こ
の
学
校
に
通
 

っ
て
い
た
頃
、
便
所
の
下
か
ら
 

「
青
坊
主
」
が
ニ
ュ
ー
ト
手
を
出
 

し
、
生
徒
の
お
尻
を
な
で
る
と
言
 

う
噂
が
当
時
伝
え
ら
れ
、
生
徒
達
 

は
恐
れ
真
じ
て
い
ま
し
た
。
 

×J 

、 

, 

こ
の
噂
は
町
中
に
広
が
り
ま
し
た
 

の
で
ー
こ
の
近
く
の
人
た
ち
で
、
 

青
坊
主
が
現
わ
れ
な
い
よ
う
に
供
 

養
し
ま
し
た
。
 

現
在
、
市
場
小
学
校
に
通
っ
て
 

い
る
生
徒
達
は
こ
の
話
は
聞
い
た
 

こ
と
が
な
い
と
思
い
ま
す
が
当
時
 

は
こ
の
話
で
持
ち
き
り
で
し
た
。
 

今
考
え
て
見
ま
す
と
、
学
校
の
敷
 

地
が
墓
地
で
あ
っ
た
と
は
、
 

キ
で
連
絡
し
、
又
町
広
報
に
も
の
 

せ
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。
 

役
場
で
は
、
文
書
に
対
す
る
改
 

善
方
法
を
根
本
的
に
研
究
し
住
民
 

皆
様
に
、
ご
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
 

う
に
致
し
ま
す
。
 

又
町
民
の
声
の
欄
に
投
稿
し
た
 

ら
必
ら
ず
掲
載
す
る
よ
う
．
要
望
 

が
あ
り
ま
し
た
が
、
広
報
係
へ
投
 

稿
が
あ
っ
た
場
合
、
原
文
の
ま
ま
 

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
 

投
稿
は
、
個
人
批
判
以
外
の
広
 

報
的
要
素
を
含
ん
で
い
る
も
の
は
 

掲
載
致
し
ま
す
。
 

投
稿
の
あ
て
先
は
、
役
場
総
務
 

課
文
書
広
報
係
へ
お
送
り
下
さ
 

い。 
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
と
は
 

こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
 

交
通
安
全
運
動
の
地
域
ぐ
る
み
体
 

制
を
す
す
め
る
た
め
「
交
通
安
全
 

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
」
 
を
町
内
二
十
 

七
ケ
所
に
設
定
し
ま
し
た
。
 

設
定
の
目
的
は
子
供
の
交
通
安
 

全
を
絶
対
優
先
さ
せ
る
こ
と
に
あ
 

り
ま
す
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
 

の
標
示
板
の
数
は
町
内
三
十
七
ケ
 

所
に
建
て
ま
し
た
。
建
設
範
囲
は
 

学
校
や
保
育
所
か
ら
、
お
お
む
ね
 

五
百
米
四
方
の
区
域
に
限
ら
れ
て
 

い
ま
す
。
運
動
本
部
は
交
通
安
全
 

を
総
合
点
検
し
た
り
、
交
通
安
全
 

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
め
る
こ
と
に
し
 

て
い
ま
す
。
 

自
衛
隊
北
海
道
部
隊
 

慰
問
団
員
の
募
集
 

自
衛
隊
父
兄
会
主
催
で
、
次
の
 

よ
う
に
北
海
道
の
慰
問
団
を
募
集
 

し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
ご
希
望
の
 

方
は
早
目
に
お
申
し
込
み
下
さ
 

い。 一
、
期
日
 

第
一
団
 
七
月
三
十
一
日
か
ら
 

八
月
八
日
ま
で
 

第
ニ
団
 
八
月
一
日
か
ら
八
月
 

九
日
ま
で
 

一
副
引
旧
司
司
割
 

二
、
応
募
資
格
 

m
父
兄
会
員
、
協
会
員
 

②
そ
の
他
慰
問
を
希
望
す
る
者
 

三
、
費
用
 
約
五
万
六
千
六
百
円
 

四、 

申
込
期
限
六
月
三
十
日
ま
 

で
 

五
、
応
募
要
領
 

申
込
金
五
、
〇
〇
〇
円
を
六
月
 

三
十
日
迄
申
込
み
と
同
時
に
納
入
 

す
る
。
経
費
残
額
は
七
月
十
日
迄
 

に
納
入
の
こ
と
 

く
わ
し
い
事
は
役
場
庶
務
係
へ
お
 

た
ず
ね
下
さ
い
。
 

一
、
試
験
期
日
 

昭
和
四
十
七
年
 

八
月
八
日
（
火
）
 

二
、
試
験
場
 
福
岡
市
中
央
区
域
 

内
ニ
ー
四
福
岡
大
学
平
和
台
学
 

舎
 

三
、
受
験
願
書
受
付
 

の
期
日
 

昭
和
四
十
七
年
七
月
 

一
労
働
基
準
監
督
官
 

一
採
用
試
験
 

一
日
（
土
）
か
ら
七
月
七
日
 

（
金
）
ま
で
 

②
受
付
期
間
 
平
目
は
十
七
時
 

ま
で
、
土
曜
日
は
十
二
時
ま
で
 

③
や
む
お
え
ず
郵
便
に
よ
り
申
 

込
む
場
合
は
昭
和
四
十
七
年
七
 

月
七
日
ま
で
消
印
の
あ
る
も
の
 

に
限
り
受
付
け
る
く
わ
し
い
事
 

は
役
場
民
生
課
衛
生
国
保
係
に
 

お
た
づ
ね
下
さ
い
。
 

一
、
受
験
資
格
 

昭
和
十
二
年
四
月
二
日
ー
昭
和
 

二
十
六
年
四
月
一
日
生
れ
の
大
 

学
卒
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
 

二
、
申
込
先
 

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
 

目
十
一
番
一
号
福
岡
合
同
庁
舎
 

ー
 
階
福
岡
労
働
基
準
局
人
事
課
 

三
、
受
付
期
間
 

昭
和
四
十
七
年
六
月
二
日
ー
六
 

月
三
十
日
 

四
、
試
験
日
及
び
試
験
種
目
 

第
一
次
試
験
 

七
月
二
十
九
日
 
教
養
試
験
 

七
月
三
十
日
 
専
門
試
験
 

第
二
次
試
験
 
十
月
中
旬
 

（
第
一
次
合
格
し
た
者
）
 

人
物
試
験
、
身
体
検
査
、
身
体
 

測
定
五
、
試
験
地
福
岡
市
 


